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貝殻内タンパク質 Pif の発見とその役割－」、バイオサイエンスとバイオインダストリ

ー、68 (2)、102-108 

5. 鈴木道生 (2010)「真珠形成の分子メカニズム－－基質タンパク質 Pif に着目した真珠層

形成のメカニズムの解明」、遺伝、64 (4)、36-41 

6. 鈴木道生 (2017)「アコヤガイ貝殻の蝶番部靭帯の微細構造形成メカニズム－バイオミネ

ラリゼーションによって炭酸カルシウムナノファイバーができる仕組み」、化学と生物、

55(3)、163-164 

7.  鈴木道生 (2017)「アコヤガイ貝殻微細構造の形成を制御する高機能性有機分子」、アグ

リバイオ、1(3)、9-14 

8.  猿渡和子、鈴木道生 (2017)「宇和島産アコヤ真珠の DNA 研究」、宝石の四季、239、42-



45 

9. 鈴木道生 (2017) 「貝殻のバイオミネラルタンパク質」、日本水産学会誌、9 月号 

10. 近都浩之、鈴木道生 (2018)「貝殻の中のナノファイバー－貝殻微細構造形成の新たなメ

カニズム－」アグリバイオ、2(5)、86-88 

11. 近都浩之、鈴木道生 (2019)「炭酸カルシウムの結晶成長を制御するバイオミネラルタン

パク質」日本結晶成長学会誌、46(3)、46-3-03 

12. 鈴木道生 (2020) 「バイオミネラリゼーションと石灰化―遺伝子から地球環境まで―<

巻頭言>」月刊地球、10、525-526 

13. 加藤由悟、菊池郁也、吉村悦郎、鈴木道生（2020）「乳酸菌由来物質を用いた金ナノ粒子

の合成と評価」月刊地球、10、564-568 

 

Proceedings など 

1. Michio Suzuki, Hirotaka Inoue, Toshihiro Kogure, Sakuda Shouhei and Hiromichi Nagasawa. 

The functional and structural analyses of Prismalin-14 from the prismatic layer of the Japanese 

pearl oyster (Pinctada fucata). Biomineralization: from Paleontology to Materials Science (J. L. 

Arias and M. S. Fernandez eds.), pp. 289-296, (2007). 

2. Tsuyoshi Ohira, Kentaro Makabe, Michio Suzuki, Hiromichi Nagasawa, Hidekazu Katayama, 

Katsuyoshi Suitoh, Kiyoshi Asahina, Susumu Izumi. Purification and structural determination of 

crustacean hyperglycemic hormone (CHH) from mantis shrimp Oratosquilla oratoria. Science 

Journal of Kanagawa University, 20, pp. 51-55, (2009). 

3. Michio Suzuki, Ai Iwashima, Naoaki Tsutsui, Tsuyoshi Ohira, Toshihiro Kogure and Hiromichi 

Nagasawa. Functional analysis of a calcium carbonate-binding protein, the blue mussel shell 

protein (BMSP), from the nacreous layer. Proceedings of International Symposium on Pearl 

Research, pp. 231-238, (2013). 

4. Hiromichi Nagasawa, Michio Suzuki, Mechanism of nacre formation in mollusk shells: structure 

and function of organic matrices. Proceedings of International Symposium on Pearl Research, pp. 

137-148, (2013). 

5. Toshihiro Kogure, Michio Suzuki, Naoki Yokoo, Taiga Okumura, Hiromichi Nagasawa. 

Distribution and role of intracrystalline organic macromolecules in the pearl oyster, Pinctada 

fucuta. Proceedings of International Symposium on Pearl Research, pp. 125-136, (2013). 

6. 荒城綾香、沼子千弥、保倉明子、吉村悦郎、鈴木道生「XAFS を用いた不定形炭酸カル

シウムナノ粒子の合成方法の検討」Photon Factory Activity Report 2015 #33(2016) 

7. 荒城綾香、沼子千弥、保倉明子、吉村悦郎、鈴木道生「XAFS を用いた不定形炭酸カル

シウムナノ粒子の経時変化解析」Photon Factory Activity Report 2017 #35(2018) 

8. Yugo Kato, Fumiya Kikuchi, Yuki Imura, Etsuro Yoshimura, Michio Suzuki*, Various shapes of 



gold nanoparticles synthesized by glycolipids extracted from Lactobacillus casei. 

Biomineralization from molecular and nano-structural analyses to environmental science, pp. 

259-265, (2018). 

9. Kazuki Kubota, Yasushi Tsuchihashi, Toshihiro Kogure, Kaoru Maeyama, Fumihiro Hattori, 

Shigeharu Kinoshita, Shohei Sakuda, Hiromichi Nagasawa, Etsuro Yoshimura, Michio Suzuki*. 

Functional analyses of MMP genes in the ligament of Pinctada fucata. Biomineralization from 

molecular and nano-structural analyses to environmental science, pp. 367-373, (2018). 

10. Hiroyuki Kintsu, Taiga Okumura, Lumi Negishi, Shinsuke Ifuku, Toshihiro Kogure, Shohei 

Sakuda, Michio Suzuki*. Chitin degraded by chitinolytic enzymes induces crystal defects of 

calcites. Biomineralization from molecular and nano-structural analyses to environmental science, 

pp. 375-381, (2018). 

11. 岩橋晴香、荒城綾香、沼子千弥、保倉明子、吉村悦郎、鈴木道生「リン酸による不定形

炭酸カルシウムナノ粒子の安定化に関する解析」Photon Factory Activity Report 2018 #36 

(2019). 

12. Tomonobu Seki, Tsuyoshi Matsuda, Miyuki Mekuchi, Michio Suzuki, Nobuo Suzuki, Tsuyoshi 

Ohira. Transcriptomic characterization of exoskeletal proteins involved in fluoride deposition 

from the antarctic krill Euphausia superba. Science Journal of Kanagawa University, 31, pp. 75-

78, (2020). 

13. 青木秀夫、鈴木道生、田中真二、渥美貴史、中内茂樹、古丸明「アコヤガイ真珠におけ

る干渉色と光沢の強度に及ぼす真珠層の結晶構造の影響」日本水産学会誌、in press 

14. 酒井雄也、田中俊成、羅承賢、鈴木道生「ナノ粒子によるコンクリートの閾細孔径の評

価に関する基礎的研究」コンクリート工学年次論文集、43, 359-365, (2021). 

 

特許 

1. 「マトリックスメタロプロテアーゼ活性阻害剤、皮膚外用剤、老化防止用皮膚外用剤、

しわ防止用皮膚外用剤、慢性関節リウマチ及び他の疾患の治療又は予防剤」発明者：鈴

木道生、長澤寛道、前山薫、服部文弘、出願番号：特願 2013-138863、出願日：2013年

7月 2日、特許公開：特開 2015-10081、公開日 2015年 1月 19日、認証日 2017年 7月 4

日 

2. 「黄鉄鉱ナノ粒子の製造方法」発明者：鈴木道生、松田大輝、鈴木庸平、出願番号：特

願 2017-39397、出願日：2017年 3月 2日 

3. 「二酸化炭素の固定化方法及び固定化システム並びに炭酸塩の製造方法」発明者：安元

剛、廣瀬美奈、勝又聡、牟田（植田）直幸、森安賢司、鈴木道生、出願番号：特願 2022-

007350、出願日：2022年 1月 20日 

4. 「複合体の製造方法および複合体」発明者：鈴木道生、浪川勇人、安元剛、渡部終五、



森安賢司、勝又聡、前山薫、出願番号：特願 2022-025892、出願日：2022年 2月 22日 

 

教育実績 

東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻生物有機化学研究室にて学生を指導 

東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻分析化学研究室にて学生を指導 

 

東京大学農学部、生命化学・工学学生実験（Teaching Assistant）（平成 16-18 年度） 

東京大学農学部、生命化学・工学学生実験（平成 25-現在）（平成 28 年度、令和 3 年度、土

壌植物分析実験担当幹事） 

東京大学大学院農学生命科学研究科、天然物生理化学（分担）（平成 25、27、29、31 年度、

令和 3 年度） 

東京大学大学院農学生命科学研究科、天然物構造解析法（分担）（平成 26、28、30 年度、

令和 2 年度） 

東京大学大学院農学生命科学研究科、生物無機化学（分担）（平成 27、29、31 年度、令和 3

年度）（平成 29 年度より分担で主担当） 

東京大学農学部、基礎分析化学（分担）（平成 26-現在）（平成 28 年度より分担で主担当） 

東京大学農学部、分析化学（分担）（平成 27-現在）（平成 28 年度より分担で主担当） 

東京大学農学部、生物無機化学（単独で主担当）（平成 28 年度-現在） 

東京大学農学部、食の安全科学（分担）（平成 28 年度-現在） 

東京大学農学部、農学リテラシー（分担）（令和 3 年度） 

東京大学教養学部、初年次ゼミナール理科（主担当）（平成 30 年度） 

東京大学教養学部、食の科学（分担）（平成 30 年度-現在） 

東京大学教養学部、天然物の科学（分担）（平成 31 年度-現在） 

 

秋田県立大学生物資源科学部、生命科学最前線（非常勤講師、分担）（平成 25、28、30 年

度） 

東洋大学生命科学部、生命科学特別講義 II（非常勤講師、分担）（平成 26 年度） 

東京大学理学部、生物科学特別講義（分担）（非常勤講師、令和 2 年度） 

東京大学大学院新領域科学創成科 生命科学概論（非常勤講師、令和 3 年度） 

 

社会貢献 

バイオミネラリゼーション研究会、事務局事務（平成 23 年度－現在） 

バイオミネラリゼーションワークショップ、代表世話人（平成 30-31 年度） 

文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術動向研究センター 、専門調査員（平成 26-



28 年度） 

マリンバイオテクノロジー学会、若手の会委員（平成 26 年度-現在）、評議員（平成 29 年度

-現在） 

日本農芸化学会関東支部、代議員（平成 30-31 年度）、幹事（平成 31 年度-現在） 

日本農芸化学会、第 26 回農芸化学 Frontiers シンポジウム、代表世話人（平成 31 年度） 

日本農芸化学会、創立 100周年記念事業組織委員会分析化学分科会委員（令和 2年度-現在）、

創立 100 周年記念誌編集分科会委員（令和 3 年度-現在） 

第 33 回日本キチン・キトサン学会大会 大会運営委員（令和元年度） 

日本キチン・キトサン学会、評議員（令和 3 年度-現在） 

環境研究総合推進費課題アドバイザー、2021 年度環境研究総合推進費課題：「温暖化・貧酸

素化の適応策に資する二枚貝殻を用いた沿岸環境モニタリングと底生生物への影響評価」

（令和 3 年度～令和 6 年度） 

 

毎日新聞「サイエンスカフェ」、「真珠はなぜ輝くのか？」、第 78 回 農芸化学会 サイエンス

カフェ in 東京（三省堂書店神保町本店、2015 年 4 月 18 日） 

東進ハイスクール「大学学部研究会」、「真珠とバイオミネラリゼーションの科学」（2021 年

度講演動画、冊子） 

フロムページ「夢ナビ」、「真珠のバイオミネラリゼーション研究」（「夢ナビライブ 2020 Web 

WEEK」東京会場、「夢ナビライブ 2021 Web in Summer」、「夢ナビライブ 2021 Web in Autumn」） 

 
 
競争的資金獲得状況 

日本科学協会、笹川科学研究助成：2003 年度「アコヤ貝における貝殻形成の分子機構」15-

366M 62 万円 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（DC1）：2005-2007 年度「アコヤ貝の貝殻形成に関与す
る有機基質の構造および機能解析」270 万円 

応用微生物学研究奨励会、国際会議出席費助成：2005 年度 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（PD）：2009-2011 年度「アコヤガイ貝殻の有機基質に
着目した貝殻形成の分子機構の解明」340 万円 

日本学術振興会、優秀若手研究者海外派遣事業：2010 年 6 月-2011 年 5 月  

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2013-2015 年度「軟体動物貝殻の炭酸
カルシウム結晶の形態と欠陥を制御する有機基質の探索と機能解析」340 万円 

加藤記念バイオサイエンス振興財団、研究助成：2014-2015 年度「軟体動物貝殻内の有機基
質の改変による石灰化の機構解明と高機能材料の創出」200 万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：東京大学 鈴木庸平 准教授））：
2014-2016 年度「天然におけるナノ黄鉄鉱の生成過程と生命誕生駆動力の解明」150 万円 

東京応化科学技術振興財団、研究助成：2015 年度「アコヤガイによる高強度のキチン―炭
酸カルシウム複合構造の形成メカニズムの解明」80 万円 



日本科学協会、海外発表促進助成：2015 年度 

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2016-2017 年度「アコヤガイ貝殻の方
解石結晶の欠陥を制御する有機物ナノファイバーの形成機構の解明」320 万円 

東京大学卓越研究員、研究助成：2016-2017 年度 600 万円 

二国間交流事業共同研究（日本－イスラエル、JSPS - ISF Joint Academic Research Program）、
日本側代表、鈴木道生、イスラエル側代表、Steve Weiner：2017-2018 年度「Study on the formation 

mechanism of fibrous microstructure in the ligament of mollusks and mammals.」500 万円 

鉄鋼環境基金、若手研究助成：2017-2018 年度「鉄鋼スラグの藻場造成資材としての高度利
用」200 万円 

長瀬科学技術振興財団、研究助成：2017 年度「生体鉱物由来のペプチドを用いた炭酸カル
シウム結晶形成制御手法の開発」250 万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：東京大学 永田宏次 准教授））：
2018-2020 年度「乳タンパク質ラクトフェリンの抗ウイルス・抗菌作用の構造基盤解明と活
性増強」155 万円 

鉄鋼環境基金、一般研究助成：2019-2021 年度「微生物を用いた鉄鋼スラグの藻場造成資材
とし 

て高度利用法の開発」400 万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（代表）：2019-2022 年度「真珠の質を決定する
真珠層の炭酸カルシウム結晶の厚みの調整機構の解明」1,320 万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：北海道大学 川野潤 准教授））：
2019-2021 年度「生体内石灰化における vital effect の物理化学的考察」120 万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：増養殖研究所 松本才絵 主任
研究員））：2019-2021 年度「二枚貝におけるレチノイン酸の卵成熟誘起機構の解明」410 万
円 

金沢大学環日本海域環境研究センター共同研究（代表）：2019-2020 年度「カキの貝殻チョー
ク層の形成が海洋環境から受ける影響の解析」42 万円 

神奈川大学総合理学研究所共同研究助成（分担（代表：神奈川大学 大平剛 教授）：2019

年度「ナンキョクオキアミのフッ素取り込み機構の分子基盤の解明」40 万円 

JKA（自転車等機械振興事業に関する補助金）（分担（代表：宮城大学 北辻政文 教授））：
2019 年度「鉄イオンを供給するスラグ活用漁礁ブロックの開発補助事業」50 万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（代表）：2019-2020 年度「生体分子を用
いた黄鉄鉱ナノ粒子の合成法の開発と応用」500 万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：三重大学 舩原大輔 教
授）：2019-2020 年度「貝殻の貝柱接着面で形成される光輝層における筋タンパク質の機能
解析」250 万円 

日本学術振興会、科学研究費、新学術領域研究（計画班）（代表）：2019-2023 年度「生命金
属動態を利用したバイオレメディエーション技術の開発」4,930 万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：東京大学 神谷岳洋 准
教授）：2020-2021 年度「植物の根における高解像度な元素濃度分布および遺伝子発現マッ
プの作成」40 万円 



日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：三重大学 舩原大輔 教授）：
2021-2023 年度「貝殻と閉殻筋の接着面に生じる光輝層の形成におけるパラミオシンの役割
に関する研究」450 万円（予定） 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（代表）：2021-2022 年度「バイオミネラ
リゼーションにおけるアラゴナイトの双晶密度制御機構の解明」500 万円 

二国間交流事業共同研究（日本－イスラエル、JSPS - ISF Joint Academic Research Program）、
日本側代表、鈴木道生、イスラエル側代表、Boaz Pokroy：2021-2022 年度「Correlating aragonite 

intracrystalline proteins with twin formation in the biominerals」500 万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：広島大学 富永依里子 准
教授）：2021-2022 年度「細菌が行う電子・イオンの授受による半導体結晶形成機構の解明と
制御」100 万円（予定） 

カーボンリサイクルファンド、助成金（分担（代表：北里大学 安元剛 講師）：2021 年度
「廃海水と生体アミンを用いた新たな CO2 鉱物化法の開発」175 万円 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、カーボンリサイクル・次世代火力発電等

技術開発／次世代火力発電技術推進事業／カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発

（分担（代表：北里大学 安元剛 講師）：2022-2024 年度「海水と生体アミンを用いた CO2 

鉱物化法の研究開発」4,500 万円 

環境再生保全機構（ERCA）、環境研究総合推進費（代表）：2022-2024 年度「バイオミネラリ

ゼーションを模した海水からの炭酸カルシウム合成による大気中の二酸化炭素固定技術の

研究開発」1 億円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究 B（分担（代表：東京大学 奥村大河 助教）：「バ

イオミネラル中の微量元素と有機分子の可視化による vital effect 精緻化」200 万円 

 

受賞 

2014 年度、第 13 回日本農学進歩賞、鈴木道生「アコヤガイの真珠および貝殻形成に関与す

る有機基質に関する研究」 

2016 年度、マリンバイオテクノロジー論文賞、鈴木道生、小暮敏博、作田庄平、長澤寛道

「Identification of Ligament Intra-Crystalline Peptide (LICP) from the Hinge Ligament of the Bivalve, 

Pinctada fucata」 

2017 年度、長瀬研究振興賞、鈴木道生「生体鉱物由来のペプチドを用いた炭酸カルシウム

結晶形成制御手法の開発」 

2017 年度、展望とトピックス「日本分析化学会 第 64 年会」、陳嘉上、松川岳久、篠原厚

子、井村祐己、吉村悦郎、鈴木道生「食品中の米におけるカドミウムの化学形態」 

2018 年度、プラズマ分光分析研究会第 104 回講演会ポスター賞、川上和宏、陳嘉上、根岸

瑠美、永田宏次、吉村悦郎、鈴木道生「カキにおけるカドミウム結合物質の探索」 

2018 年度、日本水産学会論文賞、Masahiko Awaji, Toshie Matsumoto, Daisuke Ojima, Shunsuke 

Inoue, Michio Suzuki, Masaei Kanetsugu「Oocyte maturation and active motility of spermatozoa are 



triggered by retinoic acid in pen shell Atrina pectinate.」 

2018 年度、第 13 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、加藤由悟、菊池

郁也、井村祐己、吉村悦郎、鈴木道生「乳酸菌由来物質を用いた金ナノ粒子の合成と評価」 

2019 年度、日本農芸化学会 2019 年度大会トピックス賞、加藤由悟、菊池郁也、吉村悦郎、

鈴木道生「乳酸菌を模倣した金ナノ粒子合成手法の開発」 

2019 年度、農芸化学奨励賞、鈴木道生「バイオミネラリゼーションを制御する有機基質の

構造と機能に関する研究」 

2019 年度、第 14 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、朱凌霄、近都浩

之、根岸瑠美、鈴木道生「アコヤガイ貝殻真珠層におけるキチン分解酵素の役割」 

2019 年度、第 14 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、山下 達也、松

田大輝、アーサンナズムル、岡田至崇、鈴木庸平、鈴木道生「ウロコフネタマガイ由来の有

機高分子を利用した pyrite ナノ粒子の合成」 

2020 年度、展望とトピックス「日本分析化学会 第 69 年会」、加藤由悟、山本利義、鈴木

道生「河川から単離した鉛耐性微生物による鉛ナノ化機構の解明」 

2021 年度、優秀ポスター賞「第 21 回マリンバイオテクノロジー学会」、鄭澤華、川上和宏、

根岸瑠美、朝倉富子、永田宏次、鈴木道生「カキ（Crassostrea gigas）軟体部におけるカドミ

ウム結合タンパク質の同定と機能解析」 

2021 年度、第 16 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、朱凌霄、近都浩

之、根岸瑠美、胡桃坂仁志、作田庄平、栗山功、前山薫、永井清仁、川端美千代、幸塚久典、

三浦徹、岡良隆、清水啓介、永田宏次、鈴木道生「Pinctada fucata の真珠層におけるキチン

分解酵素の役割の解明」 

 

招待講演 

(国際学会) 

1. ○Michio Suzuki. Structural and functional analyses of a novel acidic matrix protein, Pif, from 

the nacreous layer of the Japanese pearl oyster, Pinctada fucata. Gordon Research Conference 

(Biomineralization), Colby-Sawyer college, New London, USA, (August 2010). 

2. ○Michio Suzuki, Toshihiro Kogure and Hiromichi Nagasawa. Molecular evolution of the Pif 

family proteins that are related to the formation of the nacreous layer in various species of 

mollusks. XXII International Materials Research Congress 2013, Cancun, Mexico, (August 2013). 

3. ○Michio Suzuki, Hiroki Matsuda, Tomoko Ariga, Yohey Suzuki, Yuki Imura, Etsuro Yoshimura. 

Studies on the functions of organic matrices in molluscs to make the fine shell microstructures. 

JpGU meeting 2016, Makuhari Messe, Chiba, Japan (May 2016). 

4. ○Michio Suzuki. Function of chitin degradation enzymes in the molluskan shells. Gordon 

Research Conference (Biomineralization), PGA Catalunya Business and Convention Centre, 



Girona, Spain, (August 2016). 

5. Akihiro Matsuura, Ko Yoshimura, Takashi Atsumi, Yasushi Tsuchihashi, Takeshi Takeuchi, 

Noriyuki Sato, Lumi Negishi, Shohei Sakuda, Yuki Imura, Etsuro Yoshimura, ○Michio Suzuki. 

Study on the calcium ion response of Pinctada fucata in the sea water with high concentration of 

calcium ion. 2nd Interdisciplinary Symposium on Ocean Acidification and Climate Change, Hong 

Kong University, China, (December 2016). 

6. ○Michio Suzuki. Structural and functional analyses of matrix proteins related to the formation 

of fibrous microstructure in the shell of Pinctada fucata. 12th Pacific Rim Conference on Ceramic 

and Glass Technology, Hilton Waikoloa Village, USA, (May 2017). 

7. 〇Michio Suzuki. Biomineral proteins in molluskan shells. Korean Society for Biotechnology 

and Bioengineering fall meeting, EXCO Deagu, Korea, (October, 2019). 

8. 〇Michio Suzuki. Structural and functional analyses of organic molecules in biomineralization. 

ICCMSE 2020 (ICNAAM 2020), Rhodes Sheraton (Online meeting), Greece, (September, 2020). 

9. 〇 Michio Suzuki. Organic molecules in shell microstructures of Pinctada fucata. 16th 

International Symposium on Biomineralization, Zhejiang University (Online meeting), China, 

(August, 2021). 

 

(国内学会) 

10. ○鈴木道生、猿渡和子、山本裕也、西村達也、加藤隆史、小暮敏博、長澤寛道「アコヤ

ガイ貝殻の真珠層形成に関与する有機基質(Pif)の構造・機能解析」『第 3 回バイオミネ

ラリゼーションワークショップ』、東京大学、2008 年 12 月 

11. ○鈴木道生、長澤寛道、アコヤガイの貝殻の真珠層形成機構、『日本農芸化学会 2010 年

度（平成 22 年度大会）』、東京大学、 2010 年 3 月 

12. ○鈴木道生、小暮敏博、長澤寛道「バイオミネラリゼーションを制御する有機基質―ア

コヤガイの真珠層形成を司る基質タンパク質 Pifの構造・機能解析―」『日本地球惑星科

学連合 2012年度連合大会』、幕張メッセ、2012年 5月 

13. ○鈴木道生、小暮敏博、長澤寛道、「有機・無機ハイブリッド構造を持つ貝殻真珠層の形

成に関与する基質タンパク質の機能と分子進化」、『日本農芸化学会 2013 年度（平成 25

年度大会）』、東北大学、 2013 年 3 月 

14. ○鈴木道生「軟体動物のアラゴナイト結晶形成に関する研究」、『第 8 回バイオミネラリ

ゼーションワークショップ』、東京大学、2013 年 11 月 

15. ○鈴木道生「貝殻内有機基質の分解酵素が微細構造形成に与える影響の解析」『第 16 回

マリンバイオテクノロジー学会大会』、三重大学、2014 年 5 月、6 月 

16. ○鈴木道生「結晶成長と有機分子の相互作用による生体鉱物の高機能化に関する研究」

『第 45 回結晶成長国内会議』、北海道大学、2015 年 10 月 

17. ○鈴木道生、小暮敏博、作田庄平、長澤寛道「アコヤガイの貝殻靭帯部おける新規低分



子ペプチド LICP の構造・機能解析」『第 18 回マリンバイオテクノロジー学会』、北海道

大学函館キャンパス、2016 年 5 月 

18. ○鈴木道生「貝殻のバイオミネラルタンパク質」『平成 29 年度日本水産学会春季大会』、

東京海洋大学、2017 年 3 月 

19. 松田大輝、有賀智子、鈴木庸平、根岸瑠美、吉村悦郎、○鈴木道生「ウロコフネタマガ

イに倣う高機能性材料の開発」『第 19 回マリンバイオテクノロジー学会』、東北大学青

葉山新キャンパス、2017 年 6 月 

20. ○鈴木道生「真珠貝微細構造内の有機基質の構造・機能解析によるバイオミネラリゼー

ション研究」『分子研研究会「生体金属動態」』、分子科学研究所、2017 年 8 月 

21. ○鈴木道生「アコヤガイの貝殻内の有機基質が真珠の質とどのように関係するのか」『Ｎ

ＰＯ法人日本科学士協会、日本応用細胞生物学会、シンポジウム-2017 鳥羽-「真珠貝の

利用、応用への新展開-その細胞機能、素材からの展望-」』、ミキモト真珠島、2017 年 10

月 

22. ○鈴木道生「有機高分子と鉱物結晶の相互作用に着目した真珠貝のバイオミネラリゼー

ション研究」『2017 年度中国四国支部高分子講演会』、2017 年 12 月 

23. ○鈴木道生「鉄鋼スラグの藻場造成資材としての高度利用」『鉄鋼環境基金助成研究 

2017 年度第 2 回研究討論会』、2018 年 2 月 

24. ○鈴木道生「バイオミネラルタンパク質による炭酸カルシウム結晶のナノ構造制御」、

『日本農芸化学会 2018 年度（平成 30 年度）大会』、名城大学、2018 年 3 月 

25. ○鈴木道生「真珠層形成の機能タンパク質」、『真珠研究シンポジウム 2018』、ミキモト

真珠島、2018 年 11-12 月 

26. 〇鈴木道生「バイオミネラリゼーションを制御する有機基質の構造と機能に関する研

究」、『日本農芸化学会 2019 年度（平成 31 年度）大会』、東京農業大学、2019 年 3 月 

27. 〇鈴木道生「生命が金属を沈着させ制御するメカニズムの解明」、『メタルバイオサイエ

ンス研究会 2019』、東京理科大学、2019 年 10 月 

28. 〇鈴木道生「バイオミネラリゼーションを制御する有機基質の構造と機能に関する研

究」、『日本農芸化学会 2019 年度関東支部例会』、東京農業大学、2019 年 12 月 

29. 〇鈴木道生「有機－無機のアンサンブル～バイオミネラリゼーションが織りなす複

合現象の解明～」、『2020 年第 67回応用物理学会春季学術講演会』、上智大学、2020

年 3月 

30. 〇鈴木道生「キチン分解酵素が炭酸カルシウム結晶の欠陥を制御するメカニズム」、『日

本農芸化学会 2020年度（令和 2年度）大会』、九州大学、2020年 3月 

31. 〇鈴木道生「生体鉱物に着目した生命金属科学の研究」、『第 93 回日本生化学会大

会』、Web開催、2020 年 9月 

32. 〇鈴木道生「有機―無機相互作用を制御するバイオミネラリゼーションにおけるア

ンサンブル現象への挑戦」、『2020年第 81 回応用物理学会秋季学術講演会』、オンラ



イン開催、2020年 9月 

33. ○清水啓介、岩本しほり、竹内猛、遠藤一佳、鈴木道生「貝殻基質タンパク質 EGF-like

の機能と進化シナリオ」、『第 15 回バイオミネラリゼーションワークショップ』、オンラ

イン開催、2020 年 11 月 

34. ○飯島まゆみ、鈴木道生、石山巳喜夫「ギンザメ歯板のバイオミネラリゼーションモー

ドとメカニカルプロパティー」、『第 15 回バイオミネラリゼーションワークショップ』、

オンライン開催、2020 年 11 月 

35. 〇鈴木道生、近都浩之、朱凌霄「キチン分解とバイオミネラリゼーション形成制御の関

係」、『日本農芸化学会 2021年度（令和 3年度）大会』、オンライン開催、2021年 3月 

36. 〇鈴木道生「キチンの合成と分解によるバイオミネラリゼーションのナノ構造制御」、

『第 35回日本キチン・キトサン学会大会』、オンライン開催、2021年 8月 

37. 〇鈴木道生「微生物を用いた鉄鋼スラグの藻場造成資材として高度利用法の開発」『鉄

鋼環境基金 2021 年度成果報告会』、オンライン開催、2022年 3月 

38. 〇鈴木道生「バイオミネラリゼーションの炭素循環」『シンポジウム「生命×金属 〜

金属を活用した生命の生存戦略〜」｜立命館大学生物資源研究センター×立命館大学 R-

GIRO「気候変動に対応する生命圏科学の基盤創生」プロジェクト共催シンポジウム』、

オンライン開催、2022年 3月 

 

 


